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地質ニュース 639号

第1図 「地質要報」明治二十年第3号表紙
（独）産業技術総合研究所地質調査
情報センター所蔵．

1．はじめに

1887年9月，農商務省地質局技手，坂
ばん

市太郎は
「地質要報」明治二十年第3号（第1図）に長文の報告
「飛 四近地質報文」を発表し，その付図として多色
刷りの「飛 四近地質略図」を載せた．この地質図は
中部日本の山岳地帯を広くカバーした最初の地質図
として，これまでに多くの地質家によって引用され，
高い評価を受けてきた（望月, 1948；河田ほか,
1961；河合, 1972；諏訪, 1990；永井, 1995など）．ま
た，この報文に感銘を受けて，飛 山脈（北アルプ
ス）早期探検者としての坂を紹介した登山家も多い

（小島, 1937；山崎, 1969；安川, 1969；三井, 1988な

ど）．筆者も，中部地方における「石英斑岩」（今日の
濃飛流紋岩）の分布を最初に示した地質図として「飛

四近地質略図」を紹介し，それをモノクロの模様書
き地質図に再現した（山田, 2006）．しかし，これらの
紹介では，いずれもこの報文のごく一部が取り上げ
られたにすぎない．

この報文は，明治初期に近代地質学を学んだ一日
本人が自らの踏査に基づいて発表した記念すべき研
究成果である．この報文が出版されて120年を経た
今日，改めてその作成経緯，内容ならびに関連する
研究を紹介することは，日本における地質学の発達経
過を知る上で有意義なことと考えられる．

以下の紹介においては，「飛 四近地質報文」を単
に『報文』，「飛 四近地質略図」を『略図』と呼ぶ．『報
文』中の岩石・鉱物・化石・植物・山岳・河川などの
用語は原則として原文のままとし，必要な場合には

［ ］内にそれに対応する現代語を載せた．標高も
［ ］内に現在の実測値を入れた．地名については，
所属する最新の市町村名と平成大合併以前の旧町
村名を並記した．原文は句読点のほとんどない文語
体なので，文章を引用する場合は現代文に書き改
め，また極力これを要約し，1ランク下の活字で表し
た．要約にあたっては，具体的な記述を重視し，推
論部分はできるだけ省略した．アンダーラインは筆者
が引いた．
『報文』は地形篇・地質篇・応用地質篇の3篇から

なる．

2．『報文』作成までの経緯

坂　市太郎（以下，坂と呼ぶ）は，1854年（安政元
年），美濃国大垣藩士坂永助の三男として生まれた．
1868年（明治元年）藩校壬申義塾に入学，1872年に
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は上京して，開校したばかりの北海道開拓使仮学校
に入校する．以後，芝増上寺の開拓使庁の隣に設け
られた仮学校で，T. アンチセル，B. S. ライマン，H. S.
マンローに理化学，地質学，鉱山学などを学ぶ．1873
年～1875年には，ライマンによる3回の北海道地質測
量調査に助手として加わり，短時日で地質調査と測
量の技術を身に付けた．ライマンの著した「日本蝦夷
地質要略之図」（1876）には，地質補助者13名の一人
として坂の名が載っている．坂はその後も，ライマン
に従って越後や相良の油田調査を行う．ライマンが離
日した1880年末には，内務省勧農局地質課長和田維
四郎および地質調査技師長E．ナウマンに面会して，
内務省地質課に採用される．翌年，仮学校で共に学
んだ西山正吾も地質課に入る（以上は今井, 1966；佐
藤, 1983；副見, 2000などによる）．

その頃内務省地質課では，ナウマンの指導のもと，
日本全国の縮尺20万分の1の地質図・地形図・土性
図（詳図ともいう）それぞれ93枚（北海道を除く；最終
的には98枚）を12年で完成しようとする事業が始ま
っていた．ナウマンはこれと同時に，縮尺40万分の1
の日本予察地質図（東北部・東部・中部・西部・南西
部の全5枚）の作成も計画した．20万分の1地質図に
は詳しい説明書が付いたが，予察地質図の方にはな
い．後者は，多少精度は粗くても，短期間に日本全体
の地質図を作りあげることを目標にしたものであり，こ
れは今から考えても非常に合理的，先進的な方策で
あった．

1881年に勧農局は廃止され，地質課は新たに設置
された農商務省農政局の一課となる．1882年には地
質課は地質調査所となって，組織・予算・人員が整
備され，和田維四郎が初代所長となる．地質調査所
は1885年に地質局となるが，1890年には元の地質調
査所に戻る（以下，地質局時代も地質調査所と呼
ぶ）．

この間，ナウマンが計画した20万分の1地質図幅
は，1880年代に関東地方を中心として十数枚が出版
されたものの，全国早期完成という目標に対してはほ
ど遠い進捗状況にあった（結局全国完成までに約40
年を要した）．一方，予察地質図の方は，1886年に

「東北部」（ナウマンほか），1887年に「東部」（原田ほ
か）が出版され，ほぼ計画通りに進行していた．

ナウマンは，調査中の予察地質図の情報と彼自身
の全国調査のデータに基づいて，「日本群島の構造と

起源について」（ナウマン, 1885）を発表した．最初の
「総合的日本地質像」（山下, 1993a）ともいうべきこの
論文には，「ベルリンにおける万国地質学会議のため
に日本地質調査所が作成した地形図ならびに地質図
への付言」という副題にもあるように，縮尺86万4千
分の1の日本地質図・地形図（手書き）が添えられて
いた（山下, 1993a, b）．

坂は西山と共にこれら予察地質図（東北部・東
部・中部）の調査，作成に加わった．ところが，後に
出された「地質局事業十年間報告」（農商務省地質局,
1890）では，「予察中部」（明治18年度～20年度調査）
の調査主任官は，山下伝吉・中島謙造・巨

こ

智
ち

部
べ

忠
承・西山正吾・大塚専一となっており，坂は予察地質
調査全般にわたる「鉱山所在地地質調査」（明治18年
度～19年度）の主任官として原田愼治と名を連ねて
いるのみである．なぜこのような扱いになったのかは
分からない．しかし，『報文』・『略図』を読む限り，坂
が鉱山付近だけでなく飛 近傍全域を踏査したこと
は間違いない．
「予察中部」の範囲と，それに含まれる20万分の1

地質図幅の名称，『略図』の範囲などを第2図に示す．
「予察中部」で坂が担当した地域はほとんどが山岳

地帯であり，特にその北東部には標高3,000m級の飛
山脈を抱えていた．坂がこのような峻険な山地の

調査を任されたのは，彼がライマンのもとで充分に地
質調査の経験を積んでいたためであろうが，彼が美
濃国出身であったこと，つまり「中部」は彼の地元で
あったことも，理由のひとつではなかったかと思われ
る．

坂は1887年12月に，「予察中部」の完成を待たず
に，地質調査所から北海道庁（1886年発足）に赴任す
る．坂の赴任の理由は道庁からの強い要請のため

（佐藤, 1983）とされているが，地質調査所における坂
や西山たちの待遇の悪さ（今井, 1966；佐藤, 1985）も
一因であったと思われる．地質調査所には1882年以
降，東京大学の卒業生たち（巨智部忠承・山下伝
吉・中島謙吉・鈴木　敏・大塚専一・三浦宗次郎）が
続々と入所し，1883年には原田豊吉が長年のドイツ
留学から帰国している．1885年にはナウマンも任期
が切れて帰国し，代って原田が地質調査事業の責任
者になる．このような状況の中で，ライマン直系の弟
子であった坂は，地質調査所に残るよりも，北海道で
の資源開発に後半生を賭ける気になったのではない
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だろうか．いずれにせよ，坂は北海道赴任にあたって
「予察中部」で分担した地域の調査結果を至急とりま
とめる必要があった．そこで，地質要報に発表したの
が『報文』であり，『略図』であったと考えられる．

なお，坂は1888年の地学会誌に「飛 四近地質撮
要」を発表するが，その内容は『報文』のそれと全く変
わらない（ただし応用地質の章はない）．

3．『略図』の基図・図式・精度など

『略図』の大きさは縦29cm，横21cm，その縮尺は
86万4千分の1である．凡例の下に示されたスケール
バーでは，距離10里（39,273m）が長さ1寸5分（4.545
cm）で表されている．

すでに述べたように，ナウマンは86万4千分の1の
縮尺で日本地質図を作っていた．伊能忠敬の測量に
よる「大日本沿岸輿地全図」のうち，特小図と言われ

るものは縮尺86万4千分の1である（渡辺, 2000）．坂
も『略図』の基図としてこの縮尺の伊能図を用いたの
であろう．

日本がメートル条約に加入したのは『略図』出版の
前年，1886年であるが，その後しばらくは尺貫法とメ
ートル法とが並行的に使われていた（廣重, 1973）．

『略図』が尺貫法で表され，『報文』で里・町とキロメ
ートル・メートルが併用されているのは，このような事
情を反映していると思われる．
『略図』出版の時点では40万分の1「予察中部」地

形図（発行は1890年）は作成の途上にあり，参謀本部
陸地測量部の輯製20万分の1地形図もまだ出版に至
っていない．坂たちは，海岸線や街道筋は伊能図を
使い，山地ではルートに沿って簡単な測量を行い，山
頂では水銀式高度計を使って高度を概測したものと
思われる．
『略図』には，海岸線，河川，街道，街道沿いの駅

名，地名（国名・郡名・市町村名・字名）が記入され
ている．等高線や山頂高度はなく，山地斜面はケバ
で表されている．
『略図』の範囲は東経136°～138°，北緯35°20′～

37°30′の間であり，国名で言えば，美濃・飛 ・信
濃・越前・加賀・能登・越中・越後8ヶ国にわたって
いる．地理的には，北は珠洲岬，南は大垣，東は松
本，西は敦賀までの地域であるが，地質が表示され
ているのはそれよりやや狭い地域である．

この地域を坂はどのくらいの日数で調査したので
あろうか．当時，地質調査所では20万分の1地質詳
図の外業は1図幅4ヶ月位，40万分の1予察地質図の
外業は同一面積を詳図の3分の1と決められていた

（農商務省地質局, 1890）．坂の分担範囲は詳図6枚
位に相当する（第2図）から，上記の計算によれば坂
は240日位の外業でこの地域を調査したことになる．
20万分の1図幅1枚は5万分の1地形図12枚分に相当
するから，この外業日数は5万分の1地形図1枚あたり
3～4日位にしかならない．大きな谷を1，2本踏査す
れば終わりである．予察地質図は面積の広い割には
きわめて少ない調査日数で作られたことが分かる．

小島（1937）は，地質調査所に残された坂の野稿図
から，坂が1885年に梓川から槍ヶ岳に登り，西鎌尾
根，三俣蓮華岳，黒部川源流，薬師峠（太郎兵衛平）
を経て，有峯に達したと推定した．槍ヶ岳には1878
年に日本アルプスの名付け親，英人W. ガウランドが

第2図　40万分の1「大日本帝国予察中部地質図」の範囲
図中の小区画は20万分の1地質図幅（図名・著者
名・出版年），灰色部は『略図』の範囲，太い閉曲
線は濃飛流紋岩の分布範囲（山田・小井土, 2005）
を，それぞれ示す．
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登頂している（山崎, 1969；安川, 1969）．小島の推定
が正しければ，日本人として学術目的で槍ヶ岳に登頂
したのは坂が最初ということになる．坂自身は登山や
調査に関する記録を上記の野稿図以外には残してい
ないが，坂は分担地域の高峰はほとんど踏破したも
のと思われる．『報文』で山頂高度の概測値を数多く
記録しているからである（後述）．

4．地形論

『報文』では，15ページを割いて『略図』範囲内の
山地地形，平地地形，地質と地形の関係および道路
について記述している．このための図はない．そこ
で，筆者は『報文』の記述から坂の地形区分を読みと
り，第3図にその概略を示した．

第3図　
坂（1887）による飛 四
近地形区分図．

『報文』に基づいて筆者
が作成．
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地形区分

本区域は地勢によって，御岳山系統，赤谷山系

統，白山系統および能登半島の4区に区分される．

御岳山系統は，南北に貫通する御岳山脈，それ

に並行する立山山脈・常念山脈・木曽山脈および

これらに横行する山脈からなる．御岳山脈は北部

で平均3,000m内外（最高点は鎗ヶ岳［槍ヶ岳］の

3,531m［3,180m］）の高度を有するが，南方に向か

って次第に降下して，乗鞍山（3,167m）［乗鞍岳

（3,026m）］，御岳山（3,185m）［3,063.4m］などの火

山が聳えるのみとなり，最後に木曽川・飛 川合流

点に至る．立山山脈と常念山脈は御岳山脈北部と

ほぼ同じ高度を示す．木曽山脈は上記の山脈より

はるかに低い．横行する山脈は数は多いが，皆小

さく，あい連なっている．

赤谷山系統に属するものは赤谷山脈と川上
か お れ

山脈

である．赤谷山脈は南北に貫通し，御岳山脈北部

よりかなり低く，天生
あ も う

峠での略測高度は1,312m

［1,289m］である．川上山脈は赤谷山脈の東にあっ

てこれと並走し，川上岳から飛 川・馬瀬川会合部

に至る．

白山系統は，北の宝達山脈，南の白山山脈およ

びその西方の大日山脈からなる．宝達山脈は宝達

山（標高686m）［637m］を最高とする．白山山脈は

標高2,668m［2,702m］の白山をのぞけば，標高

1,800m以下の山地からなる．大日山脈は手取川上

流から南西方の九頭竜川下流に伸び，北西に開く

弧状を示す．

能登半島は，宝立山
ほうりゅうさん

（標高580m）［469m］を最高

とし，一般には標高300m～400mの山地からなる．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
坂が提唱した3つの「系統」は，それぞれ，南北方

向に並走するいくつかの山脈から構成されている．し
かし，高山盆地の周辺には標高1,500m～2,000mの
小起伏面をもつ山稜群が広く発達しており，それらは
山脈というよりは，高地あるいは広く山地などと呼ぶ
にふさわしい．その範囲も御岳山系統の南部・西部
から赤谷山系統にまたがっている．坂は，このような
高原状の地形については明言せず，「南北方向の山
脈に横行する，小さく数多い山脈群」という表現にと
どめている．この当時，河川の分布・形態はよく分か
っていたものの，山稜部の三角測量・地形測量はほ
とんどなされていなかったので，これはやむをえなか

ったことかも知れない．
御岳山脈北半部（立山山脈・常念山脈を含む）を

「飛 山脈」と呼んだのは原田（1888）が最初であると
言われている（小島, 1911；望月, 1948など）．しかし，
ナウマン（1878）は，中部地方における「巨大な三つの
山脈」の一つとして「飛 山脈」（die Hida-kette）とい
う名称をたびたび使っている（山下, 1992）．坂がこれ
を知らなかったはずはないが，坂は飛 山脈および
その南方の乗鞍岳・御岳山などのそびえる山地，さら
には木曽川筋までをひとくくりにして「御岳山脈」と呼
んだわけである．これはナウマンに対する坂なりの反
論であろうか．いずれにせよ，御岳山，白山のような
独立火山峰の名称で山脈名を表している点には問題
が残る．
「赤谷山脈」の「赤谷」の由来に関しては，『報文』

中に説明がない．江戸期～明治初年，飛 国白川郷
に赤谷村があり，それは明治以降岐阜県大野郡荘川
村（現高山市）大字赤谷となるが，1960年の御母衣ダ
ム建設により水没し，地図上から消えた（角川日本地
名大辞典編纂委員会, 1980）．坂は庄川東岸の「赤
谷」という地名を使って「赤谷山脈」を，さらに「赤谷
山系統」を提唱したと考えられる．

坂による飛 周辺地域の山地名称は，その後，原
田（1888）や原田ほか（1892）によって改められ，東か
ら西へ，木曽山脈，飛 山脈，美濃飛 高原，とい
う，現在用いられているものに近い名称に変わる．原
田（1888）はさらに，この地域の火山の分布から，北
東－南西方向に延びる能登・白山・御嶽という3列の

「噴火脈」を提唱している．

平地湖沼河流

本区域内の平地は，富山，高岡，七尾，金沢，福

井，大野，糸魚川，松本，四ヶ城［白馬村細野］，美

濃の木曽［東濃地方？］，美濃中部［中濃地方］など

であり，大野と七尾を除くと，すべて区域の四周に

ある．そのほか，区域内部には飛 高山，美濃の高

原［？］などの平地もある．

本区域内の湖沼は，信州大町の北に3つの小湖

があり，また御岳・乗鞍・立山・白山の死滅噴火口

［火口湖］がある．さらに，加賀・能登・越中の平地

には海浜近くにやや大きな湖沼がある．

本区域内の河流は非常に多い．日本海に注ぐも

のは姫川，黒部川，常願寺川，神通川，射水川［庄
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川・小矢部川］，淺野川，犀川，手取川，安宅川，

九頭竜川などである．太平洋に入るものは木曽川，

飛 川［木曽川の支流］，長良川，糸貫川［根尾川］

などである．これら諸流を日本海と太平洋に分水す

る一大線路［分水嶺］は，各山脈から横走する支山

が互いに連結したものであって，東から西へ，鳥井

峠［鳥居峠］，境峠，野麦峠，乗鞍山，宮峠，川上岳，

大日岳，油坂峠，冠峠などである．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
坂による日本海と太平洋の分水嶺（位山分水嶺と

もいう）を第3図に示した．坂の地形区分で提唱され
た3つの系統がいずれも上記分水嶺を跨いで分布し
ていることが分かる．

地質と地形の関係

本区域内の山・川の走位・景状は，その地の高

低，気候の変異および草木の成長如何によってもさ

まざまに変化するが，しかし岩石の性質と地質構造

が各種景状を作る主な原因である．各山脈の方向

および河流の走位は，おおむね地層の方向に一致

する．

片麻岩は，立山のような高地では急峻な山頂を

持つが，神岡鉱山近傍のように高度がやや低く，樹

木が成長するところでは，山頂はやや緩斜である．

これらを通過する河流は多くは激流であって，屈曲

著しく，両岸の山地は急峻であって，河流に沿う平

地は非常に少ない．

古生統［古生層］および蛇紋岩に属する山岳も多

くは山頂が鋭尖であるが，岩石の種類によっては山

頂が緩斜するものがある．岐阜近傍や木曽川源流

の山などがこれである．

中生紀岩［中生層］の山は一般に急峻なものが少

なく，山頂は特に緩斜である．また河流に沿って多

少の平地が散在し，河流の屈曲も著しくない．越中

有峯や油坂峠近傍の諸山などがこれである．

第三紀層の山は一般に緩斜でかつ低く，これを通

る河流は屈曲少なく，両岸には平地が多い．加賀・

越中の平地に沿う諸山はこの部類に属する．しか

し，火山岩層を挟有するところでは硬軟が異なるた

めに河流は瀑布状の急流をなすものがある．

花崗岩の山は，御岳山脈の北部では一般に急峻

であって急流が多いが，木曽川近傍など高度が低

い地方では緩斜であって，河流に沿って平坦地が散

在することがある．

石英閃緑岩の山は，数少ないため一般の景状を

知ることができないが，美濃の白山［能郷
の う ご

白山］近

傍では急峻である．

石英斑岩からなる山岳は，御岳山脈北部では山

脈の山骨［脊梁］をなし，山頂鋭尖である（鎗ヶ岳な

ど）．飛 川近傍や御岳山南方から北西に至る諸山

では山頂は急峻ではない．ただしこれらを通過する

河流は激流であって，屈曲が著しく，沿岸に平地は

少ない．

火山岩からなる山岳は，多くは独立した孤山をな

し，その山頂は1個あるいは数多くの円錐形からな

り，頂上に近づけば急峻であるが，降下するにした

がって緩斜を呈す．また階段をなし，渓流はときと

して瀑布をなす．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
上記のように，坂は地質と地形の関係を，岩質・構

造・高度・植生などの多くの要素によって説明した．
その後飛 山脈の各所で発見された氷河地形や，活
断層によって形成された直線状の谷地形を除けば，
今日でもこれに付け加えるべきことはほとんどない．

道路

本区域内の道路は良好なものが非常に少ない．

北陸街道，中仙道のように区域の南北両端にあるも

のを除けば，区域を通過する車馬道は近年竣工し

た岐阜・富山間の道路1本［現在の国道41号線とほ

ぼ同じ］があるのみである．この道路は岐阜より金

山に出て，飛 川を渡り，宮峠（標高818m）［777m］

を越え，高山を経て，神通川に沿って下る．赤谷山

脈ではわずかに牛馬が横断できるものが数条ある．

御岳山脈の南部には野麦峠・加子母
か し も

峠など，牛馬

が通じる道があるが，北部にはない．白山山脈でも

その北端の加賀・越中間の通路を除いて，それ以

南では牛馬の通れるものは油坂峠の一路があるの

みである．

5．地質論

「地質論」は原文で57ページに達する．『報文』で
は，本区域を構成する岩石を，変性岩［変成岩］とし
て片麻岩，水成岩として古生紀・中生紀・第三紀・第
四紀，火成岩として花崗岩・石英閃緑岩・石英斑
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第4図 「飛 四近地質略図」（坂, 1887）
山田（2006）に加筆．灰岩［石灰岩］（原図では黒色の太線）は古生紀［古生代］として一括した．鉱脈は主
要なもののみを表示した．『報文』中に記述された地名は可能な限り表示した．河川の名称は第3図参照．
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岩・火山岩の合計9種類に分け，はじめにこれら全体
の概要を述べ，次に各項目ごとに詳述している．

ここで用いられたような，堆積岩系統（変成岩を含
む）を先とし，火成岩系統を後とする配列順序は，地
質調査所の地質図説明書の記述方式（農商務省地質
局, 1890）に則ったものであり，その後出版される20
万分の1地質図幅や100万分の1日本地質図の説明書

（巨智部ほか, 1899）は，すべてこの方式に従ってい
る．
『略図』の海岸線，河川，山頂，地質境界線をスキ

ャナーで読み取り，地質の種類を表す色調をモノクロ
の模様に置き換えて作成した地質図を第4図に示す．

片麻岩

片麻岩は，本区域最古の岩石であって，立山山

脈全域に分布するものと，神岡鉱山付近から白川谷

にわたる地域に分布するものが主である．

立山山脈東部では，片麻岩状を示さない角閃花

崗岩［角閃石花崗岩］および雲母花崗岩からなり，

角閃岩を伴う．黒部川上流ではガブロとグラニュラ

イトを含む．常願寺川沿いには眞正片麻岩［正片麻

岩］が分布し，粗晶灰岩［結晶質石灰岩］を数層挟

有し，またグラニュライトが分布する．

神岡鉱山近傍では主に角閃片麻岩［角閃石片麻

岩］であって，灰岩数層を挟有し，またガブロやグラ

ニュライトを伴う．高原川近傍から白川谷までの間

では，灰岩および眞正片麻岩を挟有する．高原川

漆山［飛 市旧神岡町］近傍には粗晶の角閃石・斜

長石からなる石脈［岩脈］状の迸発岩［貫入岩］があ

る．

白川谷上流の町屋［高山市旧荘川村］には細晶

［細粒］の角閃岩があって，グラニュライトを混有す

る．馬瀬川楢谷
ならだに

［高山市旧清見村］近傍には雲母片

岩，緑泥片岩［緑泥石片岩］，蛇紋岩などが分布し

ており，これらの岩石は既述の片麻岩属とは全く異

なる．

九頭竜川上流の角野［大野市旧和泉村］近傍で

は角閃片麻岩，片麻岩，石英岩などからなり，結晶

灰岩を挟有する．さらに上流の箱ヶ瀬［大野市旧和

泉村，現在は九頭竜湖により水没］には緑色片岩お

よび蛇紋岩があり，古生紀に属するかも知れない．

九頭竜川下流の山王村［吉田郡永平寺町］では角閃

片麻岩からなり，結晶灰岩を挟有する．

九谷［加賀市旧山中町］近傍には角閃片麻岩，結

晶灰岩およびグラニュライトがあり，これらが分解し

て粘土を生じている．その南西の富士岳の麓から

は片麻岩中に黒鉛［石墨］を産する．

宝達山脈には眞正片麻岩が分布し，宝達村［羽

咋郡宝達志水町］，久江村［鹿島郡中能登町］など

において結晶灰岩を挟有する．

片麻岩の岩質を大別すれば，花崗岩のような粒

状のもの，片麻岩で結晶灰岩を有するもの，結晶片

岩および蛇紋岩を有するものの3種がある．これら

諸岩の構造すなわち層向［走向］は，立山山脈では

南北，赤谷山脈では北北東あるいは北東，九頭竜

川では東北東あるいは東西であり，全体として弓形

を画し，九谷・宝達などがこの弓形に対する弦の一

部をなす．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
坂は，飛 地方およびその周辺地域の片麻岩類の

分布とその構成（片麻岩・花崗岩・角閃岩・ガブロ・
グラニュライト・結晶質石灰岩など）を示した．これ以
前に，ナウマン（1878）は越中芦峅

あしくら

（中新川郡立山町）
に変成された石灰岩・泥岩・砂岩が露出すると述べ
ているが，ナウマン（1885）は，「日本最古の始源片麻
岩」は「長崎北方の彼杵半島と天竜川上流の東側に
分布する」とし，なぜか飛 地方の片麻岩のことには
触れていない．原田（1888）の「日本群島地質構造図」
には，美濃飛 高原および能登宝達山地域に「太古
大統（Archaean）下部」の片麻岩の分布が描かれてい
るが，これは一早く坂（1887）のデータを取り込んだ結
果であろう（ただし文献の引用はない）．飛 地方に
広く片麻岩類が分布することを報告したのは，坂

（1887）が最初だと思われる．
坂による片麻岩の大別のうち，「花崗岩のような粒

状のもの」は大部分現在の船津花崗岩類に，また「片
麻岩で結晶灰岩を有するもの」は飛 変成岩類に，
それぞれ相当する（原山ほか, 2000など）．「ガブロ」は
船津花崗岩類の苦鉄質岩相であり，「眞正片麻岩」は
同花崗岩類がマイロナイト化したものと考えられる（原
山ほか, 2000）．『報文』には「グラニュライト」という岩
石名が頻出するが，これは「グラニュライト相」の変成
岩という意味ではなく，単に「等粒状で縞状を呈する
片麻岩」を指すものと思われる．漆山の角閃石斜長
石岩は，秋山（1980）のmeta-basiteに相当するもので
あろう．
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坂は，馬瀬川上流楢谷付近や九頭竜川上流箱ヶ瀬
付近に分布する結晶片岩および蛇紋岩は片麻岩とは
全く異なり，古生層かも知れないと述べており，飛
外縁帯変成岩類の存在をすでに指摘していたことに
なる．

古生紀［古生代］

古生紀の岩石は，区域内では大きな露出が5ヶ

所ある．一つは蓮華山［白馬岳］付近から，北は歌

村［糸魚川市旧青海町歌］，南東は大町に至る．一

つは木曽川の上流から梓川に至る．一つは美濃の

北部にあって，北東は飛 の国境に，南東は木曽川

に至り，北西は日本海に達する．その他，黒部川の

愛本［黒部市宇奈月町］近傍および乗鞍山北西方の

数ヶ所，越前秋生
あきゆう

村［大野市笹生
さ さ ご

川上流域］の2ヶ

所にも露出する．これらは，愛本近傍のものを除い

て，すべて片麻岩地域の東・南・西の3面を囲む外

周にある．

この岩層中で発見された化石は「フズリナ」，石

蓮虫［ウミユリ］などである．「フズリナ」は歌村，信

州安曇郡白骨［松本市旧安曇村］および飛 大野郡

久手［高山市旧丹生川村］の灰岩から産する．美濃

本巣郡大松村［本巣市根尾村］および越前秋生村に

おいても灰岩の砕片中に「フズリナ」の化石がある．

石蓮虫は飛 の吉城郡神岡村在家
ざ い け

［飛 市旧上宝

村］の灰岩に産する．「ラヂオラリヤ」虫を含む可能

性のある石色［赤色？］硅板岩［珪質粘板岩］は灰岩

層の上下共に各所に散在するが，その化石を有す

るのは美濃郡上郡稲成村［郡上市旧八幡町］におい

て灰岩層の数100m上位にあるものだけである．こ

れから考えると，この古生紀岩はすべて煤期系［石

炭系］統に属するものであろう．

蓮華山近傍の古生紀の岩石は粘板岩，凝灰岩，

蛇紋岩，緑岩状の凝灰岩［緑色岩］，灰岩などから

なる．蛇紋岩は大露出をなし，北は姫川の小滝村近

傍から，南は信州北安曇郡細野［白馬村］に至り，

幅は1，2km，長さは数里にわたる．これらの構造

は全体として北北東である．

黒部川の古生紀岩は愛本で粘板岩を見たのみで

ある．

木曽川上流～梓川に分布するものは，粘板岩，

砂岩，角岩［チャート］，凝灰岩，灰岩などである．

高山町東方の瀧組［高山市滝町］から久手村［高山

市旧丹生川村］，平湯峠にかけての地区では，厚い

砂岩層中に2層の灰層を挟み，主として北東方向に

延びる．白骨南東の大野川には厚さ数100mの砂岩

層があり，この砂岩層は，北北東へは霞岳［霞沢

岳］，鍋冠山を経て牧村［安曇野市旧穂高町］に達

し，南南西へは川浦［松本市旧奈川村］，野麦［高山

市旧高根村］を経て日和田，阿多郷に達する．砂岩

層はまた南方の木曽街道に沿っても分布し，藪原

［木曽郡木曽町旧日義村］，福島［木曽郡木曽町旧

木曽福島町］を経て王滝村に至る．藪原の南方で

は1枚の灰岩層を挟む．

これらの地方にはしばしば緑色凝灰岩が存在す

る．凝灰岩は，大野川近傍では灰岩層の直下から

数1,000m下位にあり，角岩と互層する．瀧組近傍

では灰岩の上下数1,000mの間にあって，同様に角

岩と互層する．瀧組の凝灰岩中には 岩［玄武

岩？］の石基中に針状の斜長石を有するものの砕片

を含むものがある．また瀧組および大野川近傍で

は 岩の薄層が露出する．

美濃北部の古生紀の岩石もまた角岩，粘板岩，

凝灰岩，灰岩および砂岩などである．これらの層向

は，北東部の八幡町［郡上市］近傍では東北東，南

東部の木曽川沿いではやや東西に走るが，武儀川

以西では西北西に変わる．この地方では石灰岩層

の分布から多くの背斜層および向斜層が認められ

る［名称省略］．地層褶起［褶曲］の軸面は北方に沈

下するものが多い．

この地方の砂岩層は前述の梓川近傍のように著

しくはないが，八幡町と福永村［徳永村？］との間，

武儀川の蕨生村［美濃市蕨生
わ ら び

］と下洞戸村［関市旧

洞戸村］付近，揖斐川の北方村［揖斐川町］付近お

よび長良川の阿和村［美濃市河和
こ う わ

？］付近の砂岩層

は，すべて灰岩層の下位2,000余mまでの間にある

ものであって，おそらくは同じ砂岩層であろう．揖斐

川の上流，塚村［揖斐川町旧藤橋村］の砂岩層は，

灰岩層の上位3,000m～4,000mのところに位置す

る．角岩は灰岩層の上下各所に散在し，ほとんどの

地域に産出する．

越前秋生村の古生紀岩は同村の南北2箇所に露

出する．北にあるものは主に石英 岩あるいは石英

閃緑岩質の凝灰岩であって，板岩，石英岩および

「フズリナ」灰岩を挟有し，その全体の層向はほぼ

東西に走り，北方に傾斜する．南方にあるものは角
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岩と粘板岩であって，層向種々あるが，主に東方に

降下する向斜層をなす．

既述の各古生紀層中の灰岩の厚さはまれに200m

～300mに達するものがあるが，通常は1，2mから

数10mに至るものが多い．飛 地方においてのみ2

層となり，その他の地方では皆1層に集合する．

古生紀層の層向全体について考えれば，蓮華山

付近では北10°ないし20°東，乗鞍山の西方では北

東，同東方では北30°東，美濃北部の八幡付近で

は北東，木曽川沿いでは北80°東に走り，糸貫川の

上流では北西，同下流では北60°西の方向を示す．

これらの層向を連続すれば一つの弓形を画し，弓

の内方にあるものは方向の変化が外方にあるものよ

りも急激である．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
古生層の記述は12ページにもわたっており，坂が

最も力を入れた部分である．古生層とされたものの
分布は，現在の美濃帯全域から飛 外縁帯（青海・
蓮華地域，飛 市在家付近，大野市秋生付近）に及
び，一部では飛 帯（黒部市愛本の粘板岩：今日の
宇奈月変成岩）をも含んでいる．

坂は美濃帯・飛 外縁帯における基本的な岩石構
成（粘板岩・砂岩・チャート・石灰岩・緑色岩）を示し，
主として石灰岩層を追跡することによって地層のトレ
ンドや背斜・向斜構造を推定し，また石灰岩からフズ
リナ・ウミユリの化石を，珪質粘板岩からは放散虫化
石を発見した．緑色岩の層準は石灰岩層の直下にあ
たること，その中には溶岩も存在することも指摘した．
蓮華山近傍の古生層（飛 外縁帯）が粘板岩・緑色
岩を主とするのに対して，梓川・木曽川流域や美濃
北部地域（美濃帯）では砂岩・チャートが卓越するこ
とも明らかにした．美濃帯が大局的にみて南へ向か
って弧を張り，北に向かって傾斜する大きな湾曲構
造をなすことも指摘している．

これらのあらゆる点において，『報文』はまさに美濃
帯研究の先駆けをなすものといえよう（八尾・水谷,
1993；永井, 1995）．ナウマン（1885）は「古生代の放
散虫粘板岩が現在の深海底の放散虫軟泥とまぎれも
ない類似性をもつ」として放散虫化石の重要性を強調
しており，坂はナウマンの指導のもとに美濃帯の放散
虫粘板岩を発見したと思われる．

ただし，坂は石灰岩層の層準が1，2枚に限られる
として，それから他の岩層の層位を推定し，また数多

くの背斜・向斜構造を設定した点には，かなり無理
があった．しかし，それも当時としてはやむをえない
ことであろう．
『報文』出版以降，美濃帯の石灰岩を中心として多

くの生層序学的研究や古生物学的研究が行われた．
そして，1880年代～1960年代の長い間，美濃帯の地
層群は中部石炭系～上部二畳系と考えられてきた

（藤本ほか, 1962など）．その後，美濃帯から三畳紀や
ジュラ紀の化石がまれに発見されることはあったが，
大勢は変わらなかった．1970年代に入ると，走査型
電子顕微鏡を用いた放散虫化石の研究が始まり，
1980年代には美濃帯の各地から三畳紀～ジュラ紀放
散虫化石が発見された（脇田, 1985）．このようにして，
美濃帯の地層群は日本列島の骨格を作るジュラ紀付
加体（Wakita, 1988；Otsuka, 1988など）とみなされ
るようになった．

なお，背斜・向斜という用語は，『報文』において初
めて用いられたものらしい（歌代ほか, 1978）．

中生紀［中生代］

中生紀の岩石は主に砂岩であって頁岩と累層し，

煤質層を挟有する．これらが最も大きく露出すると

ころは，越前大野郡［大野市］から美濃北部の数郡

にまたがるものであって，これに次ぐものは加賀手

取川の上流牛首近傍［白山市旧白峰村］，越前足羽
あ す わ

川の上流品ヶ瀬近傍，飛 白川谷尾上郷
お が み ご う

近傍［高

山市旧荘川村］，吉城郡上広瀬近傍［高山市旧国府

町］，越中中新川郡有峯
ありみね

近傍［富山市旧大山町］，小

川温泉近傍［下新川郡朝日町］などである．これら

はすべて片麻岩と同様，古生紀層によって囲まれ

た区域内にある．また越後西頸城山坊
やまのぼう

［糸魚川市］

近傍，信州北安曇来馬
く る ま

近傍［小谷村］，美濃郡上郡

八幡北方［郡上市旧大和町］などにも，小分布を示

す．

中生紀層には化石を産する地が数多くある．信

州北安曇郡石坂村［小谷村］の木葉石，飛 国尾上

郷の木葉石，同牛丸の木葉石・貝石，同黒内［飛

市旧古川町］の貝石，越前大野郡持穴村［大野市旧

和泉村］および同谷村［勝山市］の木葉石，後野村

［大野市旧和泉村］の貝石，若生子村［大野市］の木

葉石，加賀国能美郡島村［白山市旧白峰村］の木葉

石，同尾添村［同旧吉野谷村］の木葉石，同白山柳

谷［同旧白峰村］の貝石・木葉石，石川郡木滑村
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［同旧鳥越村］の貝石・木葉石などである．

これらの化石産地は主に巨智部忠承が探索し，

横山又次郎が鑑定した．貝化石は「シレーナ」

［Cyrena，しじみの仲間：中沢圭二氏の指摘による］

であり，木葉石層のやや上部に位置する．島村の木

葉石は小藤［1880］により報告され，ガイレル氏［H.

Th. Geyler］の鑑定により中部ジュラ紀特有の化石

であるとされている［化石名省略］．

姫川の2箇所（山坊・来馬）の中生紀の岩石は蠻

岩［礫岩］，砂岩，頁岩であり，南北方向の褶起をな

す．

小川温泉近傍にある中生紀の岩石は砂岩，頁岩，

蠻岩［礫岩］および凝灰岩などである．蠻岩は粘板

岩・石英斑岩・「フェルサイト」などの礫を含む．こ

れらの諸岩は，概して北東方向に走り，小川近傍で

は通常南東に20°～50°傾斜する．

有峯近傍の中生紀岩は主に砂岩，頁岩，蠻岩な

どであって， 岩および「フェルサイト」の層を挟有

する．有峯・ ［富山市旧大山町］間では炭質の

薄層を挟む．蠻岩は多様な礫からなり，礫種は角閃

片麻岩，粘板岩，石英斑岩，花崗岩など，ところに

より異なる．これらの地層の層向は種々あるが，概

して北東方向に走り，傾斜は緩く，10°～50°，平均

20°内外である．そして数多くの褶起を呈し，向斜

層および背斜層を示す．

上広瀬付近の中生紀岩は砂岩，蠻岩などであり，

蠻岩は花崗岩および石英斑岩あるいは石英 岩な

どの礫を包含する．北東方向に走る向斜層を呈す

る．

飛 大野郡宮組［高山市旧宮村］にあるものは砂

岩と頁岩からなり，おそらくは中生紀に属するもので

あろう．東北方向に走り，北西に50°傾斜する．

白山四近の各所に散在する中生紀岩は主に砂

岩，蠻岩，頁岩の累層したものであって，各所に木葉

化石および貝化石を産する．加賀・越前の国境谷峠

［白山市旧白峰村］近傍では石炭の薄層を挟有す

る．蠻岩は笹又［大野市］近傍では角閃片麻岩礫を

包含する．中生紀層の傾斜は，通常は20°，30°のも

のが多い．その層向は各地同様ではない．尾添・木

滑間では北北東方向に延びる向斜層をなす．九頭

竜川の両側にある中生紀層の層向はほぼ南東方向

に，一部で北西方向に走る．後野と貝皿の間の向斜

層は北西方向に走る．蠅帽子峠付近から大松村・板

取村などにかけて，古生紀層と境するところでは，地

層はほぼその境界に沿って走り，北へ傾斜する．白

山山脈の北部にはほぼ南北方向に走る赤色の砂岩

層があり，中生紀かどうかははっきりしない．

上記のように，中生紀岩の層向は片麻岩や古生

紀諸岩とほぼ同様であり，北方蓮華山付近では北

北東方向に走り，南方の飛 地方では北東方向に

走り，白山付近では南北方向に走るが，たちまち西

方に屈曲する．その屈曲の度はこれを囲む古生紀

層より著しく，その屈曲点を貫いて横走する向斜層

をなす．既述の化石を包含する層は白山付近の中

生紀層ではただ1，2の水準［層準］にあるので，こ

れから推定すると，黒内の貝化石，有峯・水須間の

石炭質のものなども皆同じ層であって，これらの中

生紀層は初めは連続していたものがその後侵食に

よって分断されたものであろう．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
中生層は坂が古生層に次いで力点をおいたところ

で，『報文』では8ページをあてている．この地方の中
生層は，小藤（1880）による先駆的調査があり，その
後Yokoyama（1889, 1894）によりジュラ系手取統と名
付けられるが，後に姫川沿いの中生層は下部ジュラ
系来馬層群（Oishi, 1931）としてそれから分離される．
戦後，手取統＝手取層群は上部ジュラ系～下部白亜
系からなり，むしろ下部白亜系が広く分布することが
明らかになった．

有峯付近の手取層群は，坂の言うように珪長岩の
溶岩を挟み，同岩の礫を多く含むことから，有峰亜層
群として下位の手取層群とは区別されることがある

（大村, 1973）．上広瀬付近の中生層は飛 外縁帯の
古生層（礒見・野沢, 1957）とみなされている．また，
蠅帽子峠付近に広く分布する中生層は，河合（1964）
によって手取層群から区別されて左門岳累層と呼ば
れ，さらに，Wakita（1988），脇田ほか（1992）により美
濃帯の左門岳ユニットとしてジュラ紀付加体の一部と
考えられるようになった．

以上のような変遷はあるが，砂岩・泥岩・礫岩から
構成される手取層群の全体像を示した点で『略図』
は画期的なものであった．手取層群は植物化石や貝
化石のほかに，恐竜などの脊椎動物群の化石を多産
することで有名になり，今では東アジア東縁の非海成
堆積盆地のひとつとして重要視されている（松川ほ
か, 2003など）．
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第三紀

第三紀の岩石は主に凝灰岩・砂岩・頁岩からな

り，火山岩および褐煤［褐炭］などを挟有し，また苦

土灰岩［ドロマイト］を産する．その露出の最大のも

のは，越前より越中にわたり，片麻岩および中生紀

などを覆い，北は宝達山脈付近および能登全半島

全域を包括する．その他，大野，高山，糸魚川，四

ヶ城，谷汲
たにくみ

，伏見などの各近傍にあるものは皆小分

布である．

神通川以東の地では第三紀層は北東方向に走

り，北西へ10°～40°傾斜する．神通川の西，白山

山脈との間では，北東部の平地に近いところでは西

北西方向に走り，北北東に平均20°～30°傾斜す

る．これより南あるいは南西では南西方向に走り，

北西に20°～30°傾斜するに至る．この地方の第三

紀層は古期層に接近するところではほとんど凝灰岩

で，火山岩の大塊を含有するものからなり，火山岩

は層状をなすものが多い．黒部川から市振
いちぶり

［糸魚川

市旧青海町］間にある火山岩もこの第三紀層の下

部に属するものかも知れない．

越前・加賀地方の第三紀層も火山岩層を挟み，

また大きな火山岩砕片を含む．凝灰岩は主に古期

層に接するところおよび九頭竜川以南の地にあっ

て，日本海に近づくにしたがって次第に細粒になり，

砂岩および頁岩などと累層し，層状の火山岩を含

まないようになる．層向は北東方向あるいは東西方

向に走り，傾斜は概して緩く20°内外である．

宝達山脈の今石動
いまいするぎ

駅［小矢部市］北方の第三紀

層は北東方向に走り，南東に20°～50°傾斜する．

ここに薄い煤層があり，田川村［小矢部市］ではこれ

とほぼ同じ層準に笠石「スクテラ」貝および帆立貝

の化石を産する．岩石は砂岩・頁岩・凝灰岩であっ

て，まれに火山岩層を挟有する．これらの諸層は北

方の宝達山に至る間に北東方向に走る一つの背斜

層および向斜層を呈する．しかし，南西方の地では

その岩石は主に砂岩と頁岩であって，傾斜は南方

に進むにしたがって次第に緩くなり，前述の神通川

以西の第三紀層と高岡の平地において大向斜層を

なす．

能登半島の七尾以北では，第三紀層は凝灰岩・

頁岩などの累層からなり，しばしば火山岩層を挟有

し，砂岩は非常にまれである．輪島近傍，縄役村

［？］などに薄い煤層があり，珠洲郡飯田村［珠洲

市］から苦土石灰［ドロマイト］を産する．これら地層

の傾斜は，まれに50°以上のものがあるが，多くは

10°～30°であり，層向は別所岳以南の地では北東

方向に走り，別所岳の北，輪島町との間ではほぼ

東西方向に走り，輪島の東では東北東方向に走る．

上記の第三紀層のうち，火山岩層は越前・加賀・

越中・飛 などにあっては石英粗面岩［流紋岩］，英

雲安山岩［黒雲母デイサイト］，英閃安山岩［角閃石

デイサイト］，輝石安山岩などからなるが，能登地方

では主に基性の安山岩からなる．凝灰岩は種々あ

るが，軽石状のものは宝達山脈から能登に多い．蠻

岩層は古期層に接するところでも古期岩石からのみ

なるものは少なく，火山性の岩石が多い．頁岩は凝

灰岩質であり，粘質凝灰岩とも言うべきものが多

い．褐煤は薄層が各地に散在する．

このように，岩石が互いに類似することおよび地

層の起伏から考えると，これらの第三紀層は皆同時

代のものであろう．苦土灰岩は佐渡の第三紀新層

中にもあり，田川村の笠石・帆立貝の化石と同じも

のが佐渡澤根村［佐渡市旧佐和田町］に産すること

から見れば，これらの第三紀層は佐渡の第三紀新

層と同時代であろう．

第三紀層の走向全体を見ると，ところどころで湾

曲するが，多くは古期層との境界線に沿っており，

大日山脈近傍では山脈と並行して屈曲し，南東に

向かう弓形をなし，能登半島では北西に向かう弓形

をなす．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
第三紀層についてはわずか5ページがあてられ，そ

の記述は概略的であり，層序関係などは解明されて
いない．田川産の貝化石「スクテラ」は巻貝の一種
Scutella（現在のPhenacolepas）である（大森昌衛氏の
指摘による）．この化石産出層はその後大桑

お ん ま

層と呼ば
れ，佐渡の沢根層と同様に下部更新統とされている

（ 野・藤井, 1988）．
坂は『略図』において北陸地方の第三紀層の全体

的な分布を示すとともに，『報文』においてそれが火山
岩を密接に伴うことを強調しており，「グリーンタフ地
域」の特徴をすでに指摘している．『略図』では，凝灰
岩は「第三紀」に含め，第三紀層にともなう火山岩

［溶岩］は「火山岩」の方に含めている．市振の火山
岩は今日では白亜紀中葉のもの（山田ほか, 2001）と
考えられている．
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第四紀

第四紀層は富山・高岡・七尾・金沢・福井・四ヶ

城・松本・木曽［木曽川沿岸？］・美濃・大野などの

各平地に分布し，新期層と古期層からなる．古期層

は比高数m～数10mの階段［段丘］をなす．新期層

は古期層より広く，すべて沖積層からなり，低地に

分布する．

第四紀層は新期・古期共に土壌・礫などからな

り，その性質はその地の地質と地勢とにより異な

る．そのうち越前・加賀・能登・越中の平地は主に

第三紀層に接し，その第三紀層は主に凝灰岩から

なり，その凝灰岩には粘土質のものが多いため，土

壌もまた埴質壌土［土壌］である．信州高瀬川と烏

川間の平地は花崗岩に接し，その土質は砂土であ

る．烏川以南の地および四ヶ城平地は古生紀層に

接し，地に多少の傾斜があり，水流が急激であるた

めに，その土質は礫質砂土である．木曽平地も花

崗岩および石英斑岩に接し，砂質壌土である．そし

て美濃平地は古生紀岩に接し，土質は多くは普通

の壌土である．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
第四紀層の記述は簡単であり，それを沖積層と段

丘堆積層に分け，土質の特徴を示したにとどまる．

花崗岩

花崗岩には雲母花崗岩と角閃花崗岩の2種があ

り，前者は御岳山脈から木曽川近傍等に分布して，

往々斑岩状を呈し，後者は神通川流域から白山山

脈の東側に分布する．

御岳山脈北部の花崗岩は，黒部川一帯に分布す

るものと，蓮華山東方から南方の常念山脈にかけて

分布するものとがあり，これらはもともと連続してい

たが，石英斑岩の迸発によって東西に分裂した．花

崗岩が古生紀層に接するところでは石脈［岩脈］を

なすのみでなく，花崗岩中に変成した古生紀岩を包

含する（常念岳付近）．

梓川に始まり木曽山脈と木曽川に沿う花崗岩も

雲母花崗岩である．梓川に沿うものは古生紀層中

に石脈をなす．この花崗岩は南南西に延び，王滝村

を経て，木曽川に達する．馬籠駅付近からは西南西

方向に転じ，大井駅［恵那市大井町］付近では北西

から来る石英斑岩によって分裂される．飯地村で

は走向北80°東の古生紀層を横断して分布する．

付知村［中津川市旧付知町］の花崗岩もまた石英

岩中にあって北西に走る．付知川が木曽川に合流

する高山村［中津川市旧蛭川村］と蛭川村［同］の間

には花崗岩の分解物からなる第四紀層が分布し，

錫石・黄玉などを産する．

神通川上流の各所にあるものは緑色に分解した

雲母と赤色の長石とを持ち，片麻岩中に迸出したも

のがあり，北北西あるいは北北東に走る．

天生峠と白山の間にあるものは角閃花崗岩であ

って，赤色の長石を含み，石英斑岩中にあって皆南

北に走る．

宝達山脈のものは雲母花崗岩であって，片麻岩

と並行して北北東に走る．

越前足羽
あ す わ

川上流にあるものは雲母花崗岩であり，

西北西に走り，その北側に片麻岩が散在する．

花崗岩迸発の位置は中生紀から片麻岩に至る諸

層とほぼ並行している．その迸発の年代は皆中生

紀層よりは古期，片麻岩よりは新期であって，御岳

山脈のものは古生紀よりも新しいと考えられる．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
御岳山脈北部（飛 山脈）が基本的に花崗岩から

なる山塊であることは，すでにナウマン（1878）が彼自
身の大町・富山間の踏査結果（同上，山下訳注）に基
づいて強調している．坂はこの山脈が主として「雲母
花崗岩」からなることを示し，その貫入時期は古生層
より新期，中生層より古期であると考えた．しかし，
花崗岩が古生層を貫くことは各地の観察から明瞭で
あったものの，それが中生層より古期であることを確
かめたわけではなかった．

戦後早い時期に，平山ほか（1955）は，富山県地質
図作成のため富山県側の飛 山脈を踏査し，黒部川
源流地域（奥廊下）において黒雲母花崗岩が手取層
群を貫くことを発見して，花崗岩が中生層より新期で
あることを確認した．また『略図』では黒部川中流域
が古生層とされているが，大塚（1891）はその地域が
花崗岩や片麻岩からなることを示している．このよう
に，当時は深い渓谷沿いの調査に限界があったと思
われる．

今日では飛 山脈の花崗岩（船津花崗岩類を除く）
は，おおよそ北から南へ，北又谷花崗閃緑岩（原山ほ
か, 1996），小蓮華山花崗閃緑岩（中野ほか, 2002），
黒部川花崗岩（原山ほか, 2000），奥黒部花崗岩（同
上），有明花崗岩（加藤・佐藤, 1983）などに細分され
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ている．これら花崗岩類の放射年代は，北又谷花崗
閃緑岩・奥黒部花崗岩・有明花崗岩が白亜紀後期～
古第三紀初期，小蓮華山花崗閃緑岩が中新世，黒部
川花崗岩が鮮新世である．岩質からいっても，黒雲
母花崗岩から角閃石を多く含む花崗閃緑岩あるいは
トーナル岩まで，さまざまである．黒部五郎岳や北ノ
俣岳には白亜紀中期の閃緑岩体も見られる（原山ほ
か, 1991）．このように，飛 山脈の花崗岩（類）は，さ
まざまな年代・岩質のバソリス群あるいは岩株群から
構成されている．しかし，このような事実が判明した
のは比較的最近のことである．

梓川から木曽谷にかけて分布する「雲母花崗岩」
は，今日では北部の岩体が奈川花崗岩（中野ほか,
1995），南部の岩体が苗木－上松花崗岩（河田ほか,
1961）と呼ばれている．前者は主として白雲母黒雲母
花崗岩から，後者は黒雲母花崗岩からなり，白亜紀末
期の代表的な花崗岩とされている．

白山山脈の東側に分布する「角閃花崗岩」には角
閃石黒雲母花崗閃緑岩～トーナル岩と黒雲母花崗岩
とがあり，最近では白亜紀末期の庄川火山－深成複
合岩体（棚瀬ほか, 2005）の一部とされている．

神通川上流，宝達山付近および足羽川上流に分布
する「角閃花崗岩」は，船津花崗岩類に相当する．

石英閃緑岩

石英閃緑岩は九頭竜川の上流，勝原
かどはら

［大野市］近

傍に分布するものと糸貫川［根尾川］上流の美濃白

山［能郷
の う ご

白山］近傍に分布するものであって，いず

れも 岩状を呈することがある．前者は中生紀層中

にあって，石英 岩がさらにこの中に迸発している．

後者は古生紀層中に迸発し，かつ古生紀層と中生

紀層との境界に並行な分布を示す．これらの石英

閃緑岩はおそらくは古生紀層より新しく，中生紀よ

りは古いものであろう．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
坂により記載された石英閃緑岩は，今日ではいず

れも中新世の貫入岩体（主として石英モンゾ閃緑岩）
であることが明らかになっている（Ishihara et al.,
1988；脇田ほか, 1992；富岡ほか, 2000）．このような
中新世の深成岩体は飛 周辺地域では産することが
少なく，坂が岩質上の特異性から他の花崗岩類と区
別して取り上げたのは，時代論には大きな変更があ
ったとはいえ，まさに先見の明があったといえる．

石英斑岩

石英斑岩は，その種類が非常に多く，石英と直長

石［正長石］などが斑紋を呈する石英斑岩，石英と

斜長石などが斑紋を呈する石英 岩，石英・斜長

石・角閃石などが斑紋を呈する石英閃緑 岩など

からなる．その他，「グラノフィール」，角閃閃緑 岩，

輝緑 岩，微晶花崗岩などがある．これらの岩石の

基石［石基］は微晶質であったり，「フェルシティック」

［珪長岩質］であったりする．

これらの岩石の露出は木曽川の東岸，馬籠駅付

近から白川谷にわたって分布するものが最大であっ

て，その他，御岳山脈の北部，常願寺・神通二川の

各所，白山山脈の東側から九頭竜川・真名川・大

日山脈付近および美濃北部の古生紀岩中にもある．

それらは，古生紀岩あるいは中生紀岩中に突出し，

あるいは中生紀の蠻岩中に砂礫として包含される．

白山系統および御岳山系統の北部のものは第三紀

のものかも知れない．

御岳山脈の北部のものは，南は梓川の大野川村

［松本市旧安曇村］に始まり，鎗ヶ岳・針木峠を経

て，蓮華山北方に至る，南北20里，幅1里内外の石

脈状をなし，古生紀層および花崗岩中に迸発し，そ

れらの岩石をこの石脈中の各所に包含する．

小川温泉近傍のものは中生紀層中に迸発したも

のおよび中生紀層に凝灰岩として成層しているもの

がある，

常願寺川の南原村と奥山村にあるものは「グラノ

フィール」であり，その中間の水須村［富山市旧大山

町］にあるものは角閃 岩である．

飛 地方では森茂・双六［飛 市旧神岡町］の間

に北北西に走り，在家以南では南北に走るものが

あり，また広瀬にも小露出がある．これらは石英

岩，石英閃緑 岩，石英閃緑岩などからなる．広瀬

の蠻岩［上広瀬層］はこれらの礫を包有する．

白川谷から木曽谷にわたるものは主に石英斑岩，

石英 岩および石英閃緑 岩である．高山以西の

地には「グラノフィール」および凝灰岩状のものがあ

る．王滝村では古生紀層中に石英斑岩の石脈が南

北方向に走る．木曽の馬籠駅以西においては花崗

岩あるいは古生紀層中に迸発しており，ここから古

生紀層に接する境界に沿って北西に進めば次第に

北東方向に走る石脈が多く見られるようになる．

白川谷の西に白山山脈に沿って南北に走り，油
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坂峠の南から板取峠を経て西走するものがあり，石

英斑岩および石英 岩からなる．これらの岩石は花

崗岩および中生紀層中にあること，その近傍の中生

紀中にこの岩石の石脈があることから見れば，中生

紀より新しい迸発に係わるものであろう．九頭竜川

の にあるものは石英斑岩および石英 岩であ

って，中生紀層中に迸発した．

真名川の上流中島［大野市］近傍に石英斑岩と共

に凝灰岩があり，その西北西，足羽川の上流月瀬村

［今立郡池田町］にも石英斑岩があり，火山岩状ある

いは凝灰岩状の外観を示す．これらは中生紀層の下

部を占めるものかも知れない．

石英斑岩の迸発は多くは地層の蜿曲に従うもの

であって，その迸発の年代は，区内の中央から南東

部が最も古く，北東部がこれに次ぎ，西部は最も新

しい．これらは皆中生紀層前から中生紀後に至る

間に迸発したものであろう．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
石英斑岩については6ページがあてられ，このユニ

ークな岩石の産状や性質がやや詳しく記述されてい
る．本邦の石英斑岩については，『報文』出版の前
年，Suzuki（1886）がRosenbusch（1877）に準拠して
顕微鏡下での記載・分類を試みており，その中で飛

周辺地域の標本もいくつか取り上げていた．しか
し，石英斑岩の分布を地質図上で明示したのは，坂
が最初である．

坂によれば，石英斑岩は多くの地域で古生層や花
崗岩を貫く貫入岩であるが，一部で中生層中の凝灰
岩あるいは火山岩として産し，また一部では中生層を
貫く岩脈をなす．石英斑岩の主体が貫入岩であると
いう考えは，その後の20万分の1地質図幅や7万5千
分の1地質図幅などに継承された．柴田（1939）は，
この考えを覆し，石英斑岩が花崗岩に貫かれ，それ
による熱変成作用を受けているという事実を報告し
ている．

戦後になって，松尾・喜田（1953）は足羽川上流部
から後期白亜紀の植物化石群を含む地層（足羽統，
後に足羽層群）を見出し，それが酸性凝灰岩（坂の

「石英斑岩」）を挟むことを明らかにした．河合ほか
（1957）は福井県面谷地域の「石英斑岩」を面谷流紋
岩類と呼び，それらが地表で噴出した溶岩・火砕岩
であることを示した．河田ほか（1961）は美濃・飛 地
方に広く分布する「石英斑岩」（第4図の主岩体）が大

部分流紋岩質～流紋デイサイト質の溶結凝灰岩であ
ることを発見し，それを濃飛流紋岩類と呼び，それと
は別に花崗斑岩の岩脈・岩株があることを示した．

『略図』で「石英斑岩」が「古生層」に対して非常に入
り組んだ境界線をもって接しているのは，「古生層」を
貫く花崗斑岩の岩脈と「石英斑岩」の主岩体とが識別
されないまま図示された結果にほかならない．

一方，槍ヶ岳付近から白馬岳付近にかけて南北方
向に細長く分布する「石英斑岩」（第4図）は，今日で
は南から北へ断続的に，穂高安山岩類・滝谷花崗閃
緑岩（Harayama, 1992），爺ヶ岳火山岩類（原山ほか,
2000），白馬岳の珪長岩（中野ほか, 2002）などと呼ば
れ，「石英斑岩」主岩体よりはずっと新しく，新第三紀
～第四紀初頭に生成したものであることが明らかに
なっている．これらの岩石の多くは，カルデラ火山噴
火→花崗岩マグマの貫入→急速な隆起・傾動・浸食
という過程を経て，現在の飛 山脈（北アルプス）の
主稜線上に突出している（原山・山本, 2003）．この

「石英斑岩」は，『略図』ではあたかも1本の岩脈のよ
うに描かれており，一面では調査の精度が低かった
ことを物語るが，他面，坂も指摘しているように，この
地帯に新しい地質時代の火成作用があったことを暗
示している．

森茂付近の「石英 岩」はおそらく船津花崗岩類中
の 岩岩脈（礒見・野沢, 1957）に相当するもので
あろう．「石英斑岩」の礫を含むとされた上広瀬層（礒
見・野沢, 1957）は飛 外縁帯の古生層であり，礫は
主に安山岩と花崗岩である．

金沢南方から大日山付近にかけて点々と分布する
「石英斑岩」（第4図）は，その後「石英粗面岩」（鈴木,
1897）とされ，現在では前期中新世の流紋岩溶岩・同
火砕岩であることが明らかになっている（鹿野ほか,
1999）．

火山岩

火山岩は石英粗面岩［流紋岩］，石英安山岩［デ

イサイト］，英雲安山岩，角閃安山岩［角閃石安山

岩］，輝石安山岩および玄武岩などからなる．これ

らのうちには，第三紀層の下部に層状に挟まれるも

のがある．新しい火山は，御岳山脈の御岳山，乗鞍

山［乗鞍岳］，硫黄山［焼岳］，焼山，笠ヶ岳，硫黄

岳，鷲岳［鷲羽岳］，立山，焼ノ谷および大所川な

どにあって火山脈をなし，また白山・大日岳などの
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火山脈がある．外波［糸魚川市旧青海町］近傍の火

山岩はおそらくは第三紀層に属する．

御岳山は山頂付近に5個の小池があり，北20°東

の方向に配列し，その南西方に地獄谷と称する硫

烟を発するところがある．これらは皆噴火口の形跡

である．噴出物は径4，5里のほぼ円形な地を覆い，

3,185m［3,063m］の絶頂に至るほぼ円錐の高峯を

なす．溶岩は頂上およびその西側のものは含角閃

石輝石安山岩であり，東側のものは輝石安山岩で

ある．

乗鞍山は高さ3,193m［3,026m］の旧火山である．

頂上に径約300mの水池があり，四囲を数個の円錐

高峯が囲んでおり，頂上から北にさらに47個の池が

ある．その北方に硫黄山，焼山などの火山がある．

笠ヶ岳も円錐形の山であるから，おそらくは火山で

あろう．乗鞍山頂の最新の溶岩は輝石安山岩であ

って，その噴出は頂上のみに止まる．古期の溶岩は

奥院絶頂に角閃石安山岩があり，その他は輝石安

山岩であって，直径1里の距離に達している．これ

よりさらに遠くに達するものは角閃安山岩であって，

直径2里以上の地に分布する．また，含石英輝石安

山岩は西方高山の西に至る8里内外の地に達し，そ

の岩石の下部は石英粗面岩からなり，石英斑岩のよ

うに見える．

高山の北方の大坂山峠［大坂峠］および船津町岩

井戸［高山市旧上宝村］にも石英粗面岩があって，

英雲安山岩が覆っている．これらはおそらくは乗鞍

以北の火山から噴出して遠く西方に達したもので，

そのうちでも古い溶岩は新しい溶岩よりも硅質であ

って，より遠くへ流出したものであろう．

硫黄岳は笠ヶ岳の北東に当たり，高瀬川上流の

渓間に位置して，硫烟を発し，また硫黄の沈殿層を

なすものがあるという．その周囲は片麻岩，古生紀

岩および石英斑岩などの高峯であって，四囲の噴火

口から英雲安山岩の溶岩を流出した．

鷲岳は硫黄岳の北西方，笠ヶ岳の北方に位置す

る片麻岩・花崗岩の山であるが，頂上に池［鷲羽

池］があり，多分噴火口であろう．頂上から西方に

流出した英雲安山岩および角閃安山岩がある．

立山は海面上3,580m［2,992m］に達し，南は龍王

岳，北は剣岳，西は大日山［大日岳］に連なる高峯

であって，これらの諸山は片麻岩からなる．その中

央に地獄谷と称する噴火口があり，硫烟を発し，硫

気を含む熱湯を噴出し，四近に硫黄が沈殿する．

その東方に緑ヶ池，御栗ヶ池
み く り が い け

などがあり，これらは

皆旧噴火口であろう．西方は彌陀原と称し，徐々に

西方へ降る高原である．この地方の岩石は室堂
むろどう

に

角閃安山岩がある以外はすべて輝石安山岩である．

この溶岩の流出したものは西方4里余に達する．

立山噴火口南方，1,100余m下った地に立山温泉

があり，その東方に新湯と称する熱湯の噴出するも

のがある．新湯周辺の硅質沈積物の裂罅に玉滴石

［hyalite］を産する．新湯の東方には標高2,000m内

外の高峰を越えて流出した輝石安山岩あるいは含

角閃石輝石安山岩の溶岩があって，この地が旧噴火

口であることを示しているが，立山温泉の西方では

蝕脱［浸食］作用により火山岩はほとんど消滅して，

片麻岩が露出するに至った．

焼ノ谷は蓮華山西側の渓流であって，禽獣が徘

徊すると皆斃死してしまうので，一名不帰
かえらず

と称する．

多分硫烟の噴出が盛んであるためであって，旧噴火

口であろう．

蓮華山北北東の大所川の辺に火山岩があり，そ

の近傍から噴出したものであろう．

これらの諸火山は，噴火口の形跡を残し，また硫

烟を発するものがあるが，歴史時代に大破裂をなし

た徴候がない．これら火山の配列は乗鞍・立山間

のものはほぼ南北に走る一線をなし，御岳山はその

南端にあってその位置が少し西方に離れ，立山以

北のものは北北東に蜿曲した線内にあり，その方向

には雨飾，焼山などの火山地帯がある．

能登半島の火山岩は大谷村と片岩村［珠洲市］の

間に海岸に沿って玄武岩の露出するものが2箇所あ

り，その四近には集塊岩状の岩石があって，旧噴火

山の位置を示す．その西南西，時国村［輪島市］の

海岸に石英粗面岩があり，さらに西南西では高州山
こうのすやま

［輪島市］に玄武岩および輝石安山岩の集塊岩状の

ものがある．これら火山岩配列の位置は能登半島

の地勢およびその地方の第三紀層の層向と並行す

る．桑塚山および別所岳には火山岩が最も広く露

出している．

白山の火山岩は頂上にあるものは含石英角閃石

輝石安山岩および含石英輝石安山岩であって，頂

上から隔たったところには輝石安山岩などの基性の

ものがある．白山の頂上の西方および北方に数個

の小池があり，おそらくは旧噴火口であろう．白山山
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脈の火山岩の配列は，白山以北は南北，白山の南，

別山の辺から西方に走り，大日岳の辺において火

山岩がさらに南東および西南西に広がる．大日山脈

の火山岩も酸性のものと基性のものがあり，大日岳

は英雲安山岩などの酸性のものがその頂上近傍に

露出する．

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
火山岩の記述は10ページに及ぶ．坂は今日乗鞍火

山列および白山火山列と呼ばれている火山群の全体
について初めて報告し，両火山列共に岩石に輝石安
山岩と角閃石輝石安山岩の2種類があること，また御
岳山では火口が北北東方向に配列することを明らか
にした．その後，御岳・乗鞍・焼岳火山については，
神津（1907, 1911），加藤（1912）らにより本格的な調
査研究が始められる．

坂は笠ヶ岳を「円錐形」の形から「新しい火山」に
入れたが，実際に笠ヶ岳を踏査したのではなかった
らしい．笠ヶ岳は，20万分の1地質図幅「高山」（野
田・佐藤, 1916）において「石英斑岩」に改められ，そ
の約60年後，原山（1975）により流紋岩質の溶結凝灰
岩および溶岩からなる火山岩類（笠ヶ岳流紋岩類）で
あることが明らかになった．白亜紀末期に生成したこ
の岩体は，2,900mにも及ぶ高い標高と高原川による
深い侵食によって，かつてのカルデラ火山の内部構
造が深部まで読みとれる数少ない岩体の一つとなっ
ている（原山, 1990；原山・山本, 2003）．大坂峠の「石
英粗面岩」もこれと類似の火山岩類（大雨見山層群：
笠原, 1979）である．

高山付近の「含石英輝石安山岩」は鮮新世～前期
更新世の丹生川火砕流堆積物（金子ほか, 1976；山
田ほか, 1985），岩井戸の「英雲安山岩」は前期～中期
更新世の上宝火砕流堆積物（金子ほか, 1976：山田
ほか, 1985）にそれぞれ相当し，前者は穂高連峰地域

（Hotaka Cauldron）から（Harayama, 1992），後者は
その南西方の貝塩給源火道から（原山, 1990），それぞ
れ噴出，流走したものと考えられている．

硫黄岳付近は活発な地熱変質帯ではあるが，坂の
言うような溶岩噴出は認めらない（原山ほか, 1991）．

大所川上流の火山は『報文』では短く触れるにとど
まり，『略図』には示されていない．この火山は大塚

（1891）や石井（1937）によってその広がりが調べられ，
柵山（1980）が白馬大池火山と呼んで詳しく層序区分
した．

能登半島の火山岩類は，その後の研究により，そ
の大部分が新第三紀中新世初期のもの（穴水累層あ
るいは岩稲累層）であることが明らかになっている．
鉱泉（略）

6．応用地質論

「応用地質論」は，（1）土質，気候および樹木の関
係，（2）黒鉛［石墨］，（3）粘土，（4）灰岩［石灰岩］，（5）
黄玉，（6）建築石，（7）褐煤［褐炭］，（8）鉱類，（9）鉱脈
論，（10）総論の項目からなる．以下，各項目ごとに要
点のみを紹介する．主要な鉱山の分布を第4図に示
す．

（1）［全般的な説明は省略］．特に区内で有名な木

曽山林と地質との関連を指摘した．美良の扁

柏［ヒノキ］を産するのは石英斑岩地帯であっ

て，そのうちでもおおよそ標高500m～1,000m

の地のものがよい．一方，杉については美濃北

部の中生紀岩の山が最もよく成長する地であ

る．

（2）黒鉛は片麻岩中の雲母を交代したものであり，

今後の大規模な採掘が期待される．

（3）粘土は加賀国九谷村［加賀市旧山中町］および

黒部川上流鷲岳西麓に産し，片麻岩（グラニュ

ライト）の分解で生じた．

（4）灰岩は片麻岩（結晶質石灰岩）と古生層中に産

し，それから石灰が焼製されている．将来セメ

ント用に利用されることが期待される．

（5）黄玉は美濃国恵那郡高山村［中津川市旧福岡

町］近傍の沖積層中に産し，花崗岩に由来す

る．

（6）石材としては木曽川の花崗岩と日本海沿岸の第

三紀層中の凝灰岩が採掘されており，中生紀砂

岩からも堅牢の石材が得られる．

（7）褐煤は第三紀層中の各所に露出するが，いずれ

も薄層である．

（8）鉱類については，坂および原田愼治の調査に基

づいて23ヶ所の鉱山における地質・鉱脈・鉱種

を詳しく記述した．

（9）鉱脈は地層褶起にともなう裂罅に生じたもので

あり，脈石は母岩の分泌によってもたらされたこ

とを論じた．

（10）総論　区域の地史を要約すると以下のように
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なる．区内では片麻岩が最も古く，これを西，

南，東から取り囲んで古生層が堆積し，それら

が褶起して，その層向にしたがって花崗岩が迸

発した．中生代に石英斑岩が迸発し，これと同

時に片麻岩地帯に中生層が堆積した．その後，

日本海沿岸に火山岩が噴出し，それと共に第三

紀層が堆積した．地層の褶起はほぼ同じところ

で起こり，同じような弓形の形態を生じた．鉱

脈も地層の方向に並行し，地層湾曲の内方に

向かって斜下した．

最後に岩石の種別ごとに応用地質をまとめ

る．片麻岩は黒鉛，結晶灰岩および粘土を産

し，銀・銅・鉛の肥大な鉱脈を有し，良い木材

を産する．古生紀岩は無尽蔵の灰岩と磁鉄鉱

とを産するが，磁鉄鉱の量は多くない．銀・

銅・鉛を産するものの多くは灰岩中に産し，良

林はおもに砂岩地帯に限られる．花崗岩は良い

石材を産するが，運搬が不利なために産地が限

られ，錫石を産するが，良い鉱脈はなく，良林

もまれである．石英斑岩は片麻岩のような大鉱

脈はないが，銀・銅に富み，鉛を産し，また木

曽近傍の良材は多くはこの岩石の地に生ずる．

中生紀層は美良の砂岩石材を産するが，運搬

の便利が悪く，地方では需要も少ない．良林は

各所に散在する．第三紀層は凝灰岩の石材と

少量の石炭を産し，金・銀・銅・鉛の鉱脈を有

し，とくに銅鉱は無比の良質なものがある．

7．おわりに

坂は，地質的にほとんど未知の状態であった飛
四近全域を踏査し，『略図』を作成した．『略図』は，伊
能図を基図として，10種類の地質区分を基に，空白
部を残すことなく彩色された．限られた期間（年数・
日数）の調査によることを思えば，素晴らしい出来ば
えである．『略図』は，本邦の地方地質図のうち，「日本
蝦夷地質要略之図」（ライマン, 1876），「山口県分色地
質図」（高島, 1878；土井, 1978紹介）に次ぐ早期のも
のといえよう．『略図』は地質調査所の公式出版物で
ある地質要報（Bulletins）に掲載されたので，のちの
ちまで多くの人に利用された．
『報文』では，地形・地質・応用地質の各項目につ

いて当時としては非常に高レベルの記載を行った．

それは，片麻岩から火山岩までのどの分野にとって
も，当時最新の知見となった．かなり個性的な地形
区分は別としても，地形と地質の関連性，飛 片麻
岩の発見と結晶片岩の識別，古生層からの化石の発
見と岩相認定・トレンド解析，中生層からの化石の発
見と岩相認定，第三紀層における火山岩の重要性，
第四紀層の二分，花崗岩の分布と岩相区分，石英閃
緑岩の識別，石英斑岩の発見，火山列の区分と溶岩
の識別などの諸点は，特に重要な貢献であった．応
用地質では，石英斑岩とヒノキの関連性など，今日で
も通用する議論である．多数の鉱脈の記載も鉱山調
査に熟達した坂ならではのものである．

坂が『報文』を発表したのは，満33歳という若さで
あり，地質課に採用されてからわずか7年という早さ
であった．坂は人生の前半でライマン，ナウマンとい
う二人の偉大な地質学者と出会い，厳しい指導を受
けて30代前半に多くの研究業績を挙げ，その後は一
転，資源開発・炭鉱経営の道に進んだのである（佐
藤, 1983；副見, 2000）．
『報文』発表後4年，待望の「予察中部地質図」（原

田ほか, 1890）が刊行される．この地質図の表す範囲
は能登半島から紀伊半島まで，実に南北400kmにわ
たっており，日本列島の地質構成要素のほとんど全部
を含んでいる．この時点では区域内の20万分の1地
質図幅は，わずか2，3枚が完成していたに過ぎなか
った（第2図）．このような状況下で「予察中部」を取
りまとめた原田（監修者）や巨智部ら（調査員）の力量
もすばらしいが，『略図』の貢献度はどんなに高く評価
しても過ぎることはない．『略図』の内容はほとんどそ
のまま「予察中部」に取り入れられたが，その際に修
正された主な点を挙げると，以下のようである．

・白馬大池火山の分布が書き加えられた．
・黒部川中流域の「古生層」が大部分「花崗岩」に

変更になった．
・九頭竜川上流の「片麻岩」が「秩父古生層」に変

更になった．
・「石英斑岩」が「斑岩」と「 岩」に分けられ，こ

れにともなって，蓮華山や荒島岳付近の「石英斑
岩」が「 岩」に改められた．

・能郷白山の「石英閃緑岩」が「花崗岩」に含めら
れた．

日本全体（北海道・沖縄を除く）の予察地質図が完
成するのは1894年，それを基に100万分の1日本地質
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第1表　坂市太郎年譜．



「飛 四近地質報文」（坂市太郎, 1887）をよむ
－出版後120年を記念して－
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2007年 11月号

図（巨智部ほか）が印刷されるのは1898年である．こ
の段階で日本の地質学は第1回の「総括期」（今井,
1966）を迎えたのである．

予察地質図には説明書がない．坂の北海道赴任と
いう出来事がなければ，『略図』・『報文』のような独創
性あふれる地方地質図およびそのテキストを，我々は
今読むことができなかったかも知れない．歴史の面
白さを感じる所以である．しかし，地質調査所の一後
輩としては，あのまま地質調査所に残ってくれたな
ら－という思いも禁じえない．最後に坂市太郎の年譜
を掲げる（第1表）．

本稿を執筆するにあたり，化石名については大森
昌衛，中沢圭二，酒井　彰の各氏に，片麻岩につい
ては諏訪兼位氏に，美濃帯については脇田浩二，永
井ひろ美の両氏に，地名については岩田　修，中田
裕一の両氏にご教示頂いた．コンピュター関係では牧
本　博，棚瀬充史の両氏にご支援頂いた．文献検
索・閲覧・複写に関しては，（独）産業技術総合研究
所地質調査情報センター，筑波大学図書館，国立国
会図書館，牛久市中央図書館のお世話になった．ナ
ウマンの論文はすべて故山下昇氏の翻訳から引用し
た．上記の各位に深甚なる謝意を捧げたい．
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